
次世代蓄電池・次世代モーターの開発（国費負担額：上限1,518億円）

【研究開発項目１－１】
高性能蓄電池・材料の研究開発
• 航続距離などに影響するエネルギー密度が現在の2倍以上
（700~800Wh/L以上）の高容量系蓄電池（例：全固
体電池）などの高性能蓄電池やその材料

• コバルトや黒鉛などの使用量低減を可能とする省資源材料
• 材料の低炭素製造プロセスなどの開発を行い、自動車の電
動化促進に貢献。

• 耐久性の改善など全固体電池の協調領域の課題を解決す
るための材料評価基盤技術を開発

⚫ 自動車の利用段階におけるCO2排出量は、グローバル、国内ともに、全体の16％を占める。その削減に向けては電動化が
不可欠。

⚫ ①蓄電池・モーター等の電動パワートレインの容量/重量が要因となり、車両の積載能力低下、航続距離制約が生じ、②軽
や大型車など、電動化が難しいモビリティ領域が存在。

⚫ また、③蓄電池やモーターに希少資源を多用、④需要が急増する蓄電池のリサイクルシステムが未確立であり、製造時GHG
排出が多い、といったサプライチェーン強靱化、サステナビリティの観点からの課題もある。

⚫ 本事業では、蓄電池・モーターについて、高性能化、省資源化、リサイクル/製造時GHG排出削減のための研究開発を行い、
自動車分野における脱炭素化と産業競争力強化の実現を目指す。

【研究開発項目１－２】
蓄電池のリサイクル関連技術開発
• リチウムイオン蓄電池から、競争力のあるコス
ト、蓄電池材料として再利用可能な品質で、
リチウム70%、ニッケル95%、コバルト
95%を回収する技術を確立。

• 急増する電池の資源リスクの低減、サステナ
ビリティ向上に貢献。

【研究開発項目２】
モビリティ向けモーターシステムの高効率
化・高出力密度化技術開発
• モーターシステムとして、高効率化（システム
平均効率85%）や小型・軽量化・パワー
向上（システムの出力密度3.0kW/kg）
に向け、材料やモーター構造・インバータ・冷
却技術等の革新技術を開発し、モビリティに
おける電気利用の効率化に貢献。
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